
　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

御言葉 詩篇３７:1-9
賛美 ぼくの宝物　(ppt　6番)
使徒信条 会衆一同

交読文 20
賛美 ただ一つの願い　(ppt　４番)
霊の祈り 川合姉妹

メッセージ 主に信頼して善を行なえ（１サムエル記 24-26章）
祈り

賛美 イエスは勝利をとられた　(ppt　8番)
主の祈り 会衆一同

祝福の祈り パスター

報告

　祈祷課題
・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・奉仕者が与えられるように：礼拝準備、賛美リード、奏楽

・主に忠実な聖徒達が 30名以上与えられるように

　祝福の御言葉　　下線を自分にあてはめて祈りましょう

私の敵の前で、あなたは私のために食事をととのえ、私の頭に油をそそいでくださいます。私の杯は、あ

ふれています。まことに、私のいのちの日の限り、いつくしみと恵みとが、私を追って来るでしょう。私は、

いつまでも、主の家に住まいましょう。（詩篇 23:4）

主の使いは主を恐れる者の回りに陣を張り、彼らを助け出される。主のすばらしさを味わい、これを見つ

めよ。幸いなことよ。彼に身を避ける者は。

主を恐れよ。その聖徒たちよ。彼を恐れる者には乏しいことはないからだ。若い獅子も乏しくなって飢える。

しかし、主を尋ね求める者は、良いものに何一つ欠けることはない。(詩篇 34:7)

あなたがたは、自分に関する限り、すべての人と平和を保ちなさい。

愛する人たち。自分で復讐してはいけません。神の怒りに任せなさい。それは、こう書いてあるからです。

「復讐はわたしのすることである。わたしが報いをする、と主は言われる。」

もしあなたの敵が飢えたなら、彼に食べさせなさい。渇いたなら、飲ませなさい。そうすることによって、あ

なたは彼の頭に燃える炭火を積むことになるのです。

悪に負けてはいけません。かえって、善をもって悪に打ち勝ちなさい。(ローマ 12:18-21)

メッセージ概要

ダビデが詩篇３７:1-9の境地に達することができたのはなぜか。１サムエル記から学びたい。

１、サウルに手をかけなかったダビデ　（２４章）

ダビデはサウルに狙われていたが、そのサウルを殺す千載一遇のチャンスが彼に与えられる。

ちょうどダビデと部下達が隠れていた所に、サウロが一人用を足しに来る。

ダビデは部下に勧められ、衣の房を切り取る所まではしたものの、結局手をかけることはせず、はやる部下

達を説き伏せて押さえた。

しかし、やっぱりあの時殺しておけば良かったかな、と、少しは思っていたのではないかと思われる。

なぜならダビデはその後サウルと共に帰るのではなく要害へ登った事と、その後のナバルとの一件からだ。

２、ナバルとアビガイル（２５章）

ダビデ達はパランの荒野へ下り、かつてダビデが良くしてやったナバルに援助のお願いをしに行った。

かつてダビデは彼の羊飼いと行動を共にした時、恥ずかしい思いをさせる事をせず、ナバルの物が無くなる

という事も無く、昼も夜も彼らを守ってやった。

ナバルはかつて受けた恩を何とも思わず、自分の手元からどんどん逃げていく奴隷や自分の持ち物を惜し

み、ダビデの願いを罵りつつ断った。（25:10-11）
それを聞いたダビデはナバルとそれに属する者達を殺すために出てゆく。

ナバルの妻アビガイルは、夫には何も告げず急いで贈り物を用意し、自らダビデの下へ贈り物を届け、自分

の手で復讐し血を流す事を止めるよう説得した。

ダビデはアビガイルの説得に応じて贈り物を受け取り、アビガイルの故に和解した。

10日後、ナバルは主に打たれて死に、アビガイルはダビデに妻として迎えられる。

ダビデからすれば自らの手で復讐し血を流さずに済み、自ら復讐せずとも主が報復して下さる事を学んだ。

アビガイルからすれば愚かな夫から開放され、より良い夫に嫁ぐ事になった。

時にはアビガイルのように、主人の意向に逆らってでも、より真実な事をしなくてはならない時があるが、主

に信頼して善を行ない、地に住み誠実を養う事こそ、生活の基本である。

アビガイルがダビデの前でまず執り成したのは、自分の夫とそれに属する者にであり、和解した後は、これ

から何年続くとも分からない夫婦生活の場に自分の足で戻ったのだ。

それ故、悪い夫は死んでより良い夫を得たいから、といった動機でみことばに仕えるのは、本末転倒である。

３、再度訪れたサウルを殺すチャンス（２６章）

サウルは再び、ダビデを殺そうと追いかける。

しかし再びダビデに、サウルを殺すチャンスが与えられる。

部下は「私がやりましょう」と言うが、ダビデは今度は、自信を持って断った。

ダビデは言った。「主は生きておられる。主は、必ず彼を打たれる。彼はその生涯の終わりに死ぬか、戦い

に下ったときに滅ぼされるかだ。私が、主に油そそがれた方に手を下すなど、主の前に絶対にできないこと

だ。さあ、今は、あの枕もとにある槍と水差しとを取って行くことにしよう。」（１サムエル 26:9,10）
ダビデが言った通り、サウルはその生涯の終わりに戦いに下った時に滅ぼされた。

ダビデはその後の人生において、襲う者や呪う者達が幾人も現れるが、その都度、主に裁きを委ね、全ての

災いから守られた。

結論として、復讐も救いも、主にゆだねるべきであり、それは自分から手を出す事ではない。

たとえ敵をどうにでもできるような状況が与えられたとしても、主に裁きを委ね、自分の手で復讐し血を流す

事を避ける者には、主自らが裁き主となって代わりに復讐して下さり、誰の目にも明らかなほどに私たちを義

として下さるのである。



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1部（日本語）　10:00
2部（韓国語 日本語通訳あり）　11:00
食事/フェローシップ　12:30～

3部（韓国語 日本語通訳あり）　14:00

月～金　集会　早天祈祷会　5:00～

　　　　　　　　　 祈祷会　20:00～

水曜集会　　1部（韓国語）　13:00～

　　　　　　　　2部（日本語）　19:30～

金曜徹夜祈祷会　21:00～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅 6番出口より

徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿いの、伊勢佐木警

察署の向かい対角線上にあり、1Fがファミリー

マートになっております。
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